
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



令和 6 年 6 月 17日（月） 
 

〇 授業一覧 

 

〇 校内案内図 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ａ組 Ｂ組 C組 Ａ組 Ｂ組 C組 Ａ組 Ｂ組 C組

３校時

１０時４５分から

理科

下川（非常勤教員）

国語

土屋（主任教諭）

技術

平柳（非常勤講師）

国語

藏重（主任教諭）

メイク

株式会社伊勢半

社会

石原（教諭）

４校時

１１時４５分から

数学

佐々（教諭）

佐藤（代替教諭）

音楽

大森（主任教諭）

社会

石原（教諭）

美術

菊池（教諭）

保健体育

阿部（主幹教諭）

メイク

株式会社伊勢半

５校時

１３時３０分から

英語＋国語

板橋（主任教諭）

向田（主任教諭）

土屋（主任教諭）

理科

下川（非常勤教員）

保健体育

松井（主幹教諭）

理科

溝口（教諭）

保健体育

阿部（主幹教諭）

音楽

大森（主任教諭）

数学

加納（教諭）

佐藤（教諭）

社会

石原（教諭）

理科

三木（主任教諭）

３年 ２年 １年

伝統文化鑑賞

株式会社マスミ

数学

水村（主任教諭）

佐々（教諭）

英語

森（主任教諭）

向田（主任教諭）

和田（教諭）



 

 

 

 

 

・自分の考えをまとめたり、タブレットを活用して調べる。 

・グループになり、自分の知識を発表したり、分担して調べることで知

識をさらに広める。 

・他のグループの話し合いやまとめも参考にする。 

・ノート（ワークシート）に記録したり、タブレットに入力してもよ

い。 



 

 

 

 

 

 

 

 



 

グループ（生活班）を３つのカテゴリーに分ける。 

「三角アリスモゴンの仕組み」・「３元１次方程式の解法」・「一次方程式による

解法」の３つに分かれて、タブレットを使って調べ学習を行う。 

各カテゴリーのエキスパートが、自グループに戻り学習した内容を紹

介する。 

本課題に戻り、各グループでエキスパート活動で得た学びを収束して課題解決

を目指す。困ったら教師のところへ行きヒントをもらう。 



 

話の内容から考えて、話のまとまりを考えよう。これは仲間、これは別の話題…

のように付けたり離したりしてみよう 

大きく 3 つのまとまりに分けるとしたら、どういう組み合わせになるか、話し合お

う 

小学校で学んだ初め・中・終わりという展開であること、問題提起とその答え

という展開の仕方がわかりやすく、興味を持たせる展開であることをおさえ

る。 



 



 

あなたは四角形 A～C の中でどの四角形が美しいと感じますか？」 

チームを３つのカテゴリーに分ける。 

「建物やキャラクターに平方根は関係しているのか(黄金比・白銀比)」・「長方

形の作図の仕方」・「ひし形の面積から対角線の面積を求める」の３つに分かれ

て、タブレットを使って調べ学習を行う。 

各カテゴリーのエキスパートがグループを組み、お互いに調べたこと

を共有し合うことで問題の解決を行う 

その四角形が美しいとされることは、平方根の考えが大きく関わっていること

を考えさ、理解を深めさせる。 



 

２４時間営業をやめた理由をノート、タブレットに記入する 

２４時間営業のメリットとデメリットに分かれ、タブレットで調べ、ま

とめる。 

調べたこと発表しあい、討論をする。 

ICT を使った新しい小売業のあり方を紹介する。 



 

生徒を３つのグループに分ける。 

「レインボーわたあめの記事」・「タピオカが流行した理由」・「行列のできるラ

ーメン店について」の英語で書かれた３つの文章をそれぞれ読み、グループ内

で内容理解を行う。 

各グループのエキスパートが、自チームに戻り原宿の食文化について

概要や考えを説明する。また、追加情報があるようなら共有する。 

各グループで ALT に提案する原宿グルメを考える。 

時間に応じて、発表形式か ICT を活用してアイデアを共有する。 



 

各自で枠からはみ出さないように気を付けて塗る練習をする。(1３分) 

グループになりスケッチブックと色相環を塗ったプリントを見せ合い、 

コメントやアドバイスをしあう。 

本授業で学んだことなどの感想をふりかえりシートに記入する。 



 

チームを３つのグループに分ける。 

アンダーハンドパスのポイントを３つのエキスパートグループに分かれて、確

認、学習しあう。 

各グループのエキスパートが、自チームに戻り学習した内容を紹介する。残りの２

人は、仲間の学習してきた内容を聞き、自分の頭に落とし込む。 

実際に実施し、仲間をそれを撮影する。１回終えるごとに、仲間で動画を確認し合

いながら、改善に努める。 



 

グループで発表する。 

作者の意図をくみ、さらに良い作品になるよう韻を踏む、季語を入れる等 

助言しあう。 

グループでもらった意見やアドバイスを基に、それぞれの作品をクラ

スで発表し全体で共有する。 

日本語の俳句との違いも踏まえ表現することの楽しさを味わう。 

 



 

タブレットや教科書を使って、それぞれのテーマについて、個別に調

べ、資料を作成したり、実技データを収集する。 

個人で必要になる資料を作成したり、使用するデータや資料の見直し

や改善点・工夫する内容について互いに協力したり、助言しあう。 

作成したデータや資料について、グループからもらった意見やアドバ

イスを基に、次の授業で探究する内容について考え、準備する。 



 

班ごとにクエン酸と炭酸水素ナトリウムをまぜ、手の平にのせて反応させる。 

水をかけると冷たく、シュワシュワになる原理をジグソー法を用いて探究する 

実験と同じ反応が得られるお菓子(ラムネ)を提示し、口の中で起こっている吸

熱反応・化学反応について考える。 





 

チームを３つのカテゴリーに分ける。 

「具体的な事象の中にある数量」・「文字式の加法減法」・「文字式の乗法除法」

の３つに分かれて、プリントを使って課題解決学習を行う。 

各カテゴリーのエキスパートが、自チームに戻り学習した内容を伝え

合い、それらをもとに課題に取り組む。班でまとめて、求め方を発表

する。 

本時の内容をもう一度自分の言葉でまとめる。 



 

班員全員で調べた「電気を通したり、磁石についたりする物質」をパ

ワーポイントにまとめ、teams に提出し、その『PP』を利用して発

表する。 

クラス全体で共有し、プリントの＜実験の考察＞記入欄に各班の発表

内容を記入することで、物質の性質について深く学ぶ。 



 

ノート、タブレットに記入する 

クラス全体でそれぞれが、予想したことを発表する 

教員が調査結果を発表する 

班でこんな商品があったら売れるのではないかという新商品を開発し

発表する。 


